福 治 爺 は、 山芋 を 掘る - J とより 外に、 何も 能が 無 か つ 

た。 彼 は 毎日、 汚れた 浅黄の 手拭で 頰 冠り をして、 使 

い 古した、 柄に 草木の 緑色が 乾 着いて いる、 刃先の 白 

つくし なたまめ きせる きざみ 

ぃ坏を 担いで、 鉈豆 煙管で 刻 煙草 を 燻しながら、 芋 

蔓の 絡んで いそうな、 藪から 藪と 視き 歩いた。 

叢の 中 を 歩く 時な ど は、 彼 は、 右手に 握った 坏で、 

雑草 を搔 分けながら、 左の 手から は、 あまり 好きで も 

無い 刻 煙草 を 吸う 鉈豆 煙管 を、 決して 離した 事が 無 

かった。 ことに、 芋蔓の 絡んで いそうな 藪の 中 を視き 

込む 時な ど は、 眼 を ぱちくり させながら、 頰を 丸く ふ 

くらまして、 しっきり なしに 煙 を 吐いて、 先ず 芋蔓よ 



「ろくな 芋 無え がった …… 」 

モセ嬝 は、 坏と芋 を 竈のと ころに 置いて、 福 治 爺の 

傍へ 寄って 行った。 

「ほ だ ども。 仲 仲 掘れる もんで ねえ、 慣れね え うぢ… 

…」 

「それ 代り、 蛇と つて 来た。 それ 蛇！」 と 彼女 は、 彼 

の 首へ、 蛇の ような 形と 色と、 ひやり つ とし J/ RnJ 角 f - 

の、 汚れた 緦 切れ を 捲き つけた。 

「なんだ と？」 と 福 冶 爺 は、 狼狽て て 首に 手 を やった 

が、 それき り 気 を 失って、 焚火の 中に 倒れた。 

彼女 は、 うまく 喫驚 させた と 思って、 暫く は、 ほつ 
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